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令和３年度 鳥取看護大学・鳥取短期大学 地域研究・活動推進事業助成金報告

Ａ看護大学学生の高齢者アセスメントの特徴

～高齢者イメージと視線軌跡との関係に焦点をあてて～ 

松本 弘美（ ）

田中 響（ ）・出石 幸子（ ）

鳥取看護大学看護学部看護学科 

【【ははじじめめにに】】

日本において高齢者人口が増加し、かつ患者の大部分を高齢者が占める現状をふまえると、今後ま

すます病院、介護施設および行政機関等で働くことになる看護学生は多くの高齢者と関わることが

推測される。また、老年看護においては、高齢者一人ひとりの人生を念頭に置きながら，健康レベル

の多様な水準と場の広がりに対応できる能力が求められている１）ため、看護学生が高齢者への理解

を深め、自己の高齢者観を構築していく必要性が高まっている。

看護学生の高齢者疑似体験に関する高齢者イメージの変化を報告した研究は多く、高齢者の加齢

による身体的機能の低下に対するコミュニケーション方法の工夫や人生の先輩として関わる姿勢、

高齢者の自尊心に配慮し援助することなどを学習する機会となり２）、「 」等の効果的な方

法も開発されている。このことから、高齢者理解のためには高齢者疑似体験が効果的な学習方法であ

るといえる。

しかし、体験した学生から良い学びを引き出すにはフィードバックの言語化が不可欠であり、ま

た、フィードバックの内容如何で学習者の学びの量や深まりは大きく変わる３）ため、高齢者疑似体

験を行った学生の言語化能力に応じて学習者の学びは変化すると言える。また、古市は、高齢者疑似

体験セットを着用していない観察者役であっても、高齢者役への積極的な質問を行うことや客観的

に高齢者役の行動を観察できたことが、加齢による身体的特徴の変化について習得することに影響

したと述べる一方で、高齢者の心理的側面の理解は困難であった４）と報告している。

以上のことから、高齢者疑似体験セットを用いた演習を効果的に行うには、体験セットの装着が前

提となるが、高齢者疑似体験セットは装着パーツが多いため装着自体にも時間を要すことや、コロナ

禍での感染拡大防止対策として各パーツの消毒作業も必要であり、演習所要時間にも影響を及ぼす

などの様々な課題もある。そのため実体験が不可能な場合は、体験した学生によるフィードバックを

容易にするために、高齢者体験セットを装着した学生の認知プロセスを言語化するための支援ツー

ルが必要とされる。

認知プロセスは、視野・注視点・視線という視覚情報から計測される視線軌跡を可視化することで

明らかになる５）ため、現在様々な分野において視線分析の研究が行われている。人は五感を用いた

情報収集の中でも視覚情報が ％であり６）、大部分は視覚情報を認知することでアセスメントに繋

げている。また、視点の停留点の分布が被検者のパターン処理過程や思考過程までも反映している７）

ため、高齢者疑似体験時の視線分析を行い支援ツールとして活用することで、前述の課題であった心

理的側面の理解を促すことにつながる可能性がある。

現在の報告では、学習者への高齢者イメージや認識の変化を質問紙にて調査しているものがほと

んどであり、高齢者疑似体験セットを装着した時の視線の変化について定量的に分析した研究は見

当たらなかった。

そのため、今回は、装具装着時の視線の変化を定量的に分析した研究をレビューし、そこから得ら

れた研究方法等の示唆を実際の調査に活かすことを目的とする。
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【【研研究究方方法法】】

１．文献検索方法と対象の選定について

本研究のデータベースは、医学中央雑誌 版を用いた。検索年数は設けず、検索キーワードは先

行研究を参考にし「視線」「眼球運動」「固視／注視」「アイマークレコーダー」として視線分析に関

する研究を検索し、その中から「装具」「装着」を含む文献を検索した。 年 月３日時点では

件の文献が得られた。さらに、装具を装着時の視線分析研究に限定した結果、得られた４件を分

析対象とした。

２．対象文献の分析方法

研究対象となる文献に関して、研究の目的、装着した装具の種類、分析指標、併用調査内容、対象

者の人数や概要、測定環境、測定順序、得られた知見についてデータを抽出し装具装着時の視線分析

研究の示唆を得ることとした。

３．用語の定義

装具：作業などをするために身につける道具の総称とし、四肢や体幹の機能障害に対する補助具の総

称にとどまらない。

【【結結 果果】】

選定した４件の文献の概要を表１に示す。

脊椎固定装具の装着による歩行器歩行と排泄動作時の視線計測を実施したものが２件、妊婦体験

ジャケットの装着による立位や座位、階段昇降時の足元の視線計測が１件、長下肢装具の装着による

対向者の動作状況ごとの視線計測が１件であった。

分析指標は、各動作時の所要時間や各注視項目の総注視時間や各注視項目の総注視回数、注視項目

視線変化表、足元から見える地点までの距離、階段昇降時の踏面が見えているかを分析指標としてい

た。また、注視項目は動作に合わせて「床」「壁」「便器」など２から 項目であった。併用調査項

目は同一の対象者に装具装着経験や装着時の感想などを調査したものがあった。その他に、妊婦に動

作時の足元が見えるかどうかを問う質問紙調査を行っていた。

研究対象については９名から 名であった。

測定順序は、記載が無いものが２件であった。記載があったものは、装具を装着時の測定を実施し

た後に非装着における測定を行っている研究が２件あった。

得られた知見は、すべての文献において視野の狭まりが明らかとなっている。さらに、対向者を含

む障害物への危険認知が出来ていないことも明らかとなった。

【【考考 察察】】

対象文献は全て、装具装着時の危険認知の状況を分析し、必要な援助等を考察していた。

対象文献の分析指標としての注視項目数は２から 項目と幅が見られた。このことは、調査する

動作の複雑性による違いであると考える。松島ら８が先行研究から、行為に関する情報に多くの注意

が配分されると周辺情報を注視できない、または注視しても認知できないと述べている。調査する動

作の複雑性から適切な注視項目を設定する必要があることを前提としつつも、可能な限り動作を単

純化することで、周辺情報等の危険予知に関する注視の調査が可能となると言える。高齢者疑似体験

の先行研究からは、体験後の気づきとして恐怖感があり、「階段で転倒しそうで怖い」や「危険物が

わからなくて怖い９）」など危険予知と心理的変化も重要な気づきであるため、危険予知に関する注視

の調査も必要となる。そのため、調査する動作の選定も重要となる。

その他に、分析項目として視線項目変化表を用いる研究があった。視線項目パターンや視線軌跡か
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らは、どのような順序で何を見ていたのかを読み取ることができ、行動と組み合わせることによって

どのように情報を得て行動に移したのかを明らかにできるため 視線項目変化表の活用は有用であ

る。また、対象文献は併用調査として質問紙調査を行っていた。装具の使用経験などを調査すること

で、属性別の視線パターンの違いを分析することが可能となる。加えて、今回の対象文献では用いら

れていないが、ビデオカメラによる記録も被験者の細やかな動作を客観的に把握できる ）ため併用

調査は有用と考えられた。

対象文献では、研究の対象者は９～ 名であった。天野らは先行研究より対象者５名程度の視線

計測によって対象者の視線パターンから認知プロセスを推定することが可能となる と述べてい

る。しかし、対象文献はアイマークレコーダー等の眼球運動を計測できる機器を利用した研究による

ものであることを考慮しつつ、同機器以外を使用する場合は対象者数の検討が必要である。

その他に、装具装着前後の測定順序に関しての記載は２件のみであった。２件とも装具の装着から

測定を始め、非装着は最後に調査していた。その理由は明記されてはいないが、同じ測定環境におい

て環境を記憶したままで装具を装着しない場合は、同行程の所要時間や注視時間にも影響が予測さ

れる。そのため、研究対象を増やしグループ分けを行い、非装着から測定し始めて最後に装具を装着

した状態での測定を行い、その群間を比較することも必要と考えられた。

表１．装具の装着における視線分析研究の概要

① ② ③ ④

著者 発行年） 小笠美春他（ ） 天野功士他（ ） 工藤優子他（ ） 山口泰輝他（ ）

目的

排泄動作時における健常

者の脊椎固定装具装着時

の認知パターンの一部を

推定する。

歩行車歩行時の健常者の

脊椎固定装具装着時の認

知パターンの一部を推定

する。

突出した腹部による足元

の視界の制限、日常生活動

作に与える影響を明らか

にする。

疑似下肢障害モデル条件

下における歩行時の視線

変化を明らかにする。

装具
腰椎固定装具、頸胸椎固定

装具
同左 妊婦体験ジャケット装着 長下肢装具 右下肢装着

分析指標

所要時間、各注視項目の総

注視時間、各注視項目の総

注視回数、注視項目視線変

化表

同左

立位・座位での足元から見

える地点までの距離、階段

の昇降時のあしをかける

踏面

対向者静止と対向者移動

の 条件における対向者

注視時間、床面注視時間

併用調査内容
装具装着経験と装着時の

感想
同左

正常な妊娠経過の妊婦

名に自記式質問紙調査
なし

対象者 歳以上の男性 名 同左 非妊娠成人女性 名 健常若年男性 名

測定環境

身障トイレを想定し、縦

×横 の空間の中

央付近にポータブルトイ

レを設置

コース道幅は 、全長

、曲がり角は左に カ

所、右へ カ所。障害物を

配置

記載なし

幅 全長 、被験者の

歩行開始地点から５ 地点

を先頭とし 名の対向者

を 毎に１人もしくは

２人、 列に亘って配置。

対向者の歩行速度は

ｓ

測定順序

腰椎固定装具装着、頸胸椎

固定装具装着、頸胸椎固定

装具装着、非装着の順に実

施

同左 記載なし 記載なし

得られた知見

「下衣を下げて便器に座

る」行程と「便座から立ち

上がり下衣を下げる」行程

で視野が狭まり見るべき

対象物が認知できず、排泄

動作に困難性を感じてい

る。

非装着時よりも周囲の視

野が狭まる。頸胸椎固定装

具では左右および車椅子

などの障害物への危険認

知が行えていない。

装着後は足元から見える

地点までの距離は装着前

より有意に延長していた。

装着後は階段の 段目か

ら見えないものが ％以

上であった。

下肢機能制約がある場合

の歩行において、視線が下

方に変位する。

長下肢装具装着時は、通常

歩行と比較して対向者を

見る時間割合が減少し、床

面を見る時間割合が増加

した。
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【【おおわわりりにに】】

今回は、Ａ看護大学学生の高齢者アセスメントの特徴を明らかにすることには至らなかったが、今

後は、高齢者疑似体験における認知プロセスの特徴を明らかにする段階を経ながら、老年看護に重要

な高齢者アセスメントの特徴の把握につなげていく。具体的には、本研究にて得られた研究方法への

示唆を基に、現在、地元企業と開発中である視線計測機器を使用し調査を実施していく予定である。
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